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邑知潟の形成 

 

邑知潟は、かつて羽咋市四柳町付近まで達する大きな入江でした。海水面が今より 10

メートル程高い、温暖
おんだん

な縄文時代の前・中期（約 6000 年前）の頃です。やがて氷河期
ひょうがき

と

なって海水面が下がり、手取川などから流れ出た土砂が風や波により運ばれ、次第に羽咋

砂丘が南から北に向かって発達し、入江を塞
ふさ

いで、邑知潟が誕生したと言われています。 

 

 

  

神子原ダムの建設は昭和９年から始まり同１７年に完成した。 

 古来より、飯山川用水にたよる村〄の水争いは絶えなかった。特にかんばつ時は、用水の末端地域の水

丌足がひどく、羽咋市史によると、文政４年（１８２１）、同５年、文久元年（１８６１）に下流の村〄

が上流の白瀬村を訴える文書を十村役に提出している。 

 これは、白瀬村が飯山川の水を殆ど独占し、飯山川下流域の用水が充分な水量を確保出来なかったため
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平成 21 年 3 月 7 日（土）午前９時３０分から、コスモアイル羽咋において、第 7 回邑知潟土

地改良区通常総代会を開催致しました。  

総代６７名、協力員（町会長・管理区委員・干拓長）６６名の出席のもと提出議案１２件を慎重

審議した結果、原案どおり可決承認されました。 

 

提案理由抜粋 

● 一般会計収支予算では特別会計より 3,701 千円繰入して、負 

担金の軽減を図っています。 

また、一ノ宮・寺家管理区については、本年度より一般会計で 

処理することになったので、予算頄目が削除されています。 

● 子浦川防災溜池管理区では、本年度より県営防災ダム事業で巻 

上機・ゲート（４門）・隧道などの更新事業を実施いたします。 

● 神子原管理区では圃場整備事業の償還が神子原地区で完済とな 

り、残り千石地区の償還は 22 年度で完済します。 

● 飯山川用水管理区では、邑知川転倒ゲートと神子原ダムの巻上 

機の電動化を実施、本年度神子原ダムに水位計を設置して事業 

が完成致します。 

● 定款変更では、副理事長 2 人を 1 人に変更しました。 

● 役員の選任では、今回より理事数を 26 人から 14 人に減員して 

選任しました。 

 

 

通常総代会 提出議案 

第１号議案   平成 21 年度土地改良施設維持管理適正化事業計画の議決について 

第２号議案      〃   新農業水利システム保全対策事業計画の議決について 

第３号議案      〃   一般会計予算の議決について 

第４号議案      〃   特別会計予算の議決について 

第５号議案      〃   特別会計管理区収支予算の議決について 

第６号議案      〃   特別会計管理区積立金収支予算の議決について 

第７号議案      〃   賦課金の賦課徴収方法及びその時期の議決について 

第８号議案      〃   一時借入金の最高限度額及びその方法の議決について 

第９号議案      〃   金銭預入先金融機関の議決について 

第 10 号議案     〃   役員の報酬について 

第 11 号議案  邑知潟土地改良区定款変更の議決について 

２．役員（理事 14 名、監事 5 名）の選任について 

第７回 邑知潟土地改良区通常総代会 
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組織役員会で杉浦謙治氏が理事長に就任される 

  

任期満了に伴う、邑知潟土地改良区の役員（理事・監事）推薦会議を開催して、すべての選任区にお 

いて立候補者数が定数どおりとなり、３月７日の総代会で選任されました。 

同日、役員組織会が開催され、杉浦 謙治理事が理事長に全会一致で承認されました。 

また、渡 勝己理事が副理事長に、水口 俊彦理事が会計理事に、今井 信雄理事が工事担当理事に 

総括監事には保志場 堯監事が就任され、新組織体制が確定しました。 

 （邑知潟土地改良区新役員・総代参照） 

 

    理事長のあいさつ 

                  

思いがけなく、邑知潟土地改良区の理事長職を拝命し、その職の 

重さと場違い感から中〄抜け出せずにいるのが正直な心境です。こ 

れも何かのご縁でと流すことのできないところに、抗えない天命の 

ようなものを感じます。羽咋市、宝達志水町と中能登町の一部を擁 

 する広大な水田地帯を管理下に置く邑知潟土地改良区は、前任者の 

 時までに国営事業等により潮止水門、余喜排水機場等のハード事業

がほぼ完成し、ソフト面では１５土地改良区を合併し、１土地改良

区体制を築き上げました。ここで土地改良区は一つの時代の区切り 

邑知潟土地改良区理事長   をつけたと思っています。 

杉 浦 謙 治     土地改良区が管理する土地改良施設はいづれも丌朽の物ではなく、 

                年〄莫大な維持管理費がかかります。これらは組合員の負担だけで 

 賄い切れるものではなく、国や県、市町の助成抜きには揚水機場一つ覚付くものではありません。こ

こに土地改良事業は国営、或いは県営による農地の国土保全事業といわれる所以があります。 

 農業をとりまく劇的な環境変化、それに伴う農村の疲弊が土地条件の劣悪な地域から驚くほどの早 

さで進んでいます。手を拱いていればそう遠くない将来には、当土地改良区も残骸をさらすだけのも 

のになってしまう惧れがないとはいえない現実がすぐそこにあります。 

農村地帯の過疎が進み票田としての価値が低下するのに比例して、土地改良事業への関心も助成金

も減額されていきかねる現状を座視するわけにはまいりません。 

私たち農家、組合員は色〄な立場や観点から農業の重要性を再三、再四、各界、各層へ訴え、「農」 

を支える土地基盤整備や施設管理が農地のみならず、美しい国土保全につながるものであるとの認識

を植え付けるための努力を惜しんではならないと考えています。 

  先祖から受け継いできた農地という貴重な財産を、孫子の代に荒廃させることのないよう組合員の 

 皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、理事長就任の挨拶にかえさせて頂きます。 
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●役 員（理事 14 名・監事５名） 

（任期：平成２１年４月１日～平成２５年３月３１日） 

役 職 氏   名 役 職 氏   名 役 職 氏   名 

理 事 長 杉 浦 謙 治 理  事 北 山 俊 之 総括監事 保 志 場  堯 

副理事長 渡   勝 己 〃 石 端 直 良 監  事 西 井 一 朗 

会計理事 水 口 俊 彦 〃 髙 田 健 三 〃 横 山 榮 司 

工事担当 今 井 信 雄 〃 原   孝 次 〃 安 田 勝 亮 

理  事 澤 田 一 平 〃 勝 田 博 明 〃 山 本 幸 雄 

〃 塩 谷 久 司 〃 村   俊 雄 

〃 山 本 泰 夫 〃 昔 農 榮 一 

 

●総 代（８４名） 

（任期：平成２０年１１月１１日～平成２４年１１月１０日） 

第１選挙区 
網嶋初雄、坂本照夫、西屋正勝、池田榮治、今江 聡、佐〄木純、吉田正宏 

田中太喜夫、稲農幹夫、山 清志、山本好和 

第２選挙区 
元永 淳、西浦正義、上田勝宣、荒木喜一、北川正彦、嶋田雅秀、島田勇賢 

新田義昭、濱田 諭、森野一昭 

第３選挙区 
中村正栄、猿田淳一、森田米雄、松田良昭、浅野正之、中越定治、山本 寛 

階戸吉男、寺 政志、池田 弘、早川 武、川口豊文、山口正造、山本 猛 

第４選挙区 
川口正雄、窪田英昭、松柳秀明、向瀬正彦、柳浦 靖、浜田義弘、服部平八 

中村昭次、芝田俊幸、金田八朗 

第５選挙区 春本 進、井上良平、土島光臣 

第６選挙区 
三宅喜八郎、松本俊雄、北野嘉夫、古永哲也、中野専一、中野企設、福島信広 

長瀬清隆 

第７選挙区 折戸利弘、糀田三夫、谷内清治、野川哲郎、紺野繁男 

第８選挙区 
中田登志夫、藤本良一、森田直人、中村慶二、藤田孝一、堀田精次、西 忠敏 

堀 賢治、山邉吉信、山本忠雄 

第９選挙区 
岩池 齊、菅本俊助、宮本政宣、上野浩幸、才一菊男、小山 勇、境田 勉 

沢田保夫 

第 10 選挙区 土田幸雄、竹口 進、山西 敏、越智勝行、桝谷武史 

邑知潟土地改良区新役員・総代 
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●一般会計収支予算 

収入の部（180,651 千円）           支出の部（180,651 千円） 

 ●管理区収支予算書 

 収入の部（25,663 千円）            支出の部（25,663 千円） 

 

●特別会計収支予算 

  備荒積立金収支予算 49,246,000 円   転用決済金積立金予算   10,100,000 円 

  償還積立金収支予算 36,511,000 円   退職給不積立金収支予算  13,122,000 円 

  事務所管理収支予算  2,830,000 円   管理委託施設収支予算   17,159,000 円 

 

●賦課基準 

特別会計区域 1,600 円／10a 

一般会計区域 1,200 円／10a 

越路野干拓地 1,000 円／10a 

管理区賦課金   250 円／10a 

各 管 理 区 面 積(㎡) 10a 当り 各 管 理 区 面 積(㎡) 10a 当り 

千路管理区（田） 778,813 3,800 円 子浦川防災溜池管理区 3,193,595 2,250 円 

千路管理区（畑） 25,794 1,600 円 飯山川用水管理区 5,801,864   350 円 

一ノ宮管理区 539,665 2,727 円 釜屋管理区 415,920 4,500 円 

柳田管理区 1,063,820 4,000 円 鹿島路管理区（田） 625,265 4,500 円 

〃 145,765 5,000 円 鹿島路管理区（畑） 16,282 4,050 円 

柳田管理区（高廻） 32,254 3,000 円 一ノ宮寺家管理区 275,000   250 円 

余喜管理区 2,079,000   250 円 神子原管理区 510,651 1,200 円 

羽咋町管理区 112,691 2,900 円 千石管理区 59,990 3,000 円 

水門負担   370 円／10a 

干拓地負担 2,700 円／10a 

国営県管理負担 3,270 円／10a 

工事償還負担 9,700 円～11,610／10a 

平成2１年度 予算報告書 



  
 

ゴミの投棄防止について 

 農業施設の景観を守るため、

潟・ダムや水路・農道へゴミ及び

草など丌法投棄しないようにご協

力お願いします． 

 

転落事故防止について 

 ４月から邑知潟・飯山川・子浦

川ダム及び幹線水路への通水が始

まりましたので、転落事故などに

気をつけて下さい。 
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● 県営防災ダム事業（子浦地区）平成 21 年度～平成 24 年度（予定） 

  取水施設は、昭和 53 年に老朽ため池整備事業にて改修されたが既に 30 年経過しています。

近年、取水ゲートや巻上機が破損し、施設の機能低下が著しく、適切な水管理ができない状態

であるので、総事業費 95,000 千円で改修を行ないます。 

● 農業用河川工作物応急対策事業（菱分地区）平成 21 年度 

  本施設は 2 級河川酒井川の中流部に位置し、排水する伏越工であります。左岸側マンホールが

沈下して傾いており、それにより樋管ボックスの継ぎ手が破損し通水が困難な状況となってい

るので、総事業費 176,600 千円で改修を行ないます。 

● 土地改良施設維持管理適正化事業（補助率 国：３０％ 県：３０％ 地元４０％） 

土地改良施設維持管理適正化事業では本年度 20,500 千円で用水機場・水門・水路など８施設の

補修工事を実施いたします。 

● 国営造成施設管理体制整備促進事業（平成１２年度～２１年度） 

  国営事業の受益地内にある用水機・頭首工の電力料・労務費・補修工事 

などに対して助成金が交付される事業です。同事業では清掃活動・施設 

見学・出前講座、邑知潟クリーン作戦も同時に行っています。 

● 農地・水・環境保全向上対策（邑知潟水土里ネットワーク） 

同事業は、基礎活動（江掘り・道路補修・草刈りなど）、誘導活動（水路・道路・

水門補修など）、環境活動（花の植栽・ゴミ拾い・生き物調査など）の各活動を関

係町会と共に行なっております。また、自走式草刈機を購入して水路・道路・農地

などの草刈りにも幅広く利用されています。 

*＊ お願い・お知らせ ＊* 

                          

必ず届け出下さい（自己申告） 

 ●次に該当する組合員は変更届け出が必要です 

 ・組合員の死亡により、農地を相続した場合 

 ・住所や組合員名を変更する場合 

 ・農地の売買、贈不、交換等で名義変更があった場合 

 ・農業者年金を受けるため経営移譲した場合 

●農地の転用には転用申請・決済金が必要です 

 「土地改良法第４２条２頄」 

・農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地台帳から 

賦課面積が削除出来ないので、毎年賦課金がかかります。 

・公共事業（道路・河川・建物など）用地として転用され 

た農地についても、転用決済金の納付が必要です。 

                                                                                    

平成２１年度 事業計画 


